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義な時間を過ごすことができた。 

イタイイタイ病資料館では、富山県で起きた歴史的な公害病

について、当時の映像も交えたビデオを見て、どのような被害が

あったのかを知った。家族がイタイイタイ病であったという語り部

の方から話を聞き、患者やそ

の家族にまで心身共に大きな苦痛を与えていたかということを知っ

た。 

身近にある県内の企業や資料館での研修を通して、今まで気づ

かなかった世界に誇れる技術や研究開発、町の魅力、将来のビジ

ョンを持って世界を見据えている人や企業があること、またイタイイ

タイ病の実態や被害の状況などに驚き、多くのことを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


